
『
錦

嚢

万

家

節

用

宝

』

考

―
‐
合
冊
と
い
う
形
式
的
特
徴
を
中
心
特

―
佐

藤

貴

裕

一
　

は
じ
め
に

さ
き
ご
ろ
、
少
々
特
徴
的
な
節
用
集
を
入
手
し
た
。
寛
政
元

（
一
七
八
九
）
年
、
大
坂
の
書
肇
　
吉
文
字
屋
市
兵
術
開
版
の
美
濃
判
縦

本
で
あ
る
。
表
紙
の
表
皮
の
ご
と
き
薄
紙
の
大
半
は
題
毎
と
と
も
に
失
わ
れ
、
見
返
し
に
あ
る

『錦
養
万
家
節
用
宝
』
が
、
唯

〓
不
し
う

る
統

一
的
な
書
名
で
あ
る
。
こ
う
言
け
ば
奇
異
に
見
え
る
が
、
本
書
は
、
独
立
し
た
四
書
―
―
表
紙
見
返
し
に
し
た
が
え
ば

『入
家
日
々

取
扱
要
用
之
事
』
『伊
呂
波
分
字
引
節
用
集
』
『訓
豪
図
彙
　
一
名
万
物
絵
本
大
全
』
『年
中
行
事
綱
目
』
―
―
の
合
本
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
別
に
特
徴
的
な
の
は
、
合
冊
さ
れ
た
四
書
す
べ
て
が
、
版
面
を
縦
三
段
に
分
か
っ
て
印
刷
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

四
書
が
、
本
来
は
、
美
濃
判
三
切
本
と
し
て
製
本
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
、
裁
断
せ
ず
に
製
本
し
た
た
め
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

上
中
下
各
段
の
あ
い
だ
に
、
三
切
本
の
た
め
の
余
白
と
裁
ち
代
分
の
空
白
が
き
て
お
り
、
そ
れ
が
美
濃
判
の
書
籍
の
版
面
と
し
て
は
異
様

に
み
せ
る
。
普
通
、
こ
う
し
た
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
三
切
本
で
あ
れ
ば
三
段
に
裁
断

・
製
本
す
る
は
す
で
あ
る
し
、
そ
の
必
要
が
な
け

れ
ば
余
分
な
空
白
が
生
し
な
い
よ
う
紙
面
全
体
を
活
用
す
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
奇
妙
と
い
う
な
か
な
い
。

こ
う
し
た
本
書
も
、　
菖
一］
で
い
え
ば
、
付
録
付
き
の
イ
ロ
ハ
引
き
節
用
集
で
あ

っ
て
、
当
時
通
行
の
節
用
集
と
変
わ
ら
な
い
と
す
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
当
時
の
典
型
的
な
ス
タ
イ
ル
ー
ー
真
草
二
書
体
で
漢
字
を
表
示
す
る
辞
書
本
文
を
、
日
用
教
養
記
事
に
よ
る

噺 妻万家節用宝』考

器
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が
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
、
そ
う
し
た
逸
脱
が
ど
の
よ
う
な
必
要
か
ら
な
さ
れ
た
の
か
を
見
極
め
た
く
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
検
討

は
、
本
書
を
、
近
世
節
用
集
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
本
書
が
、
近
世
節
用
集
研
究
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
と
思
う
。　
一
八
世
紀
の
縦
型
本
節
用
集
に
は
、
右
に
し
め
し

た
よ
う
な
典
型
が
あ

っ
た
。
こ
の
体
裁
は
、
典
型
だ
け
に
多
く
の
節
用
集
が
採
用
し
、
さ
ら
に
、
頭
書
を
配
す
る
の
が
不
利
で
あ
ろ
う
横

本
に
も
追
随
す
る
も
の
が
あ
る
ほ
ど
、
影
響
力
の
強
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
研
究
者
も
無
意
識
の
う
ち
に
絶
対
視
し
、
相
対

的
な
検
討
や
評
価
を
下
す
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
と
い
う
よ
り
、
典
型
を
評
価
す
る
と
い
う
発
想
自
体
、
思
い
つ
か
な
か
っ
た

と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
〔禅
屯
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で

『錦
褒
万
家
節
用
宝
』
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
少
々
大
げ
さ
な
が
ら
、
衝
撃
と
も
言

え
そ
う
で
あ
る
。
徹
底
し
た
逸
脱
が
、
よ
り
い
え
ば
、
徹
底
し
た
逸
脱
を
あ

っ
け
な
く
具
現
化
し
た
と
い
う
事
実
が
、
典
型
に
捕
ら
わ
れ

た
目
を
覚
ま
し
、
典
型
を
相
対
視
す
る
き

っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
『錦
妻
万
家
節
用
宝
』
と
は
、
単
な
る

逸
脱
と
し
て
奇
矯
の
名
の
も
と
に
節
用
集
史
の
片
隅
に
追
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
中
心
に
す
え
て
、
そ
こ
か
ら
当
時
の
節
用

集
を
か
え
り
み
る
よ
う
な
、　
い
わ
ば
逆
向
き
の
検
討
を
迫
る
存
在
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
見
通
し
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て

『錦
襲
万
家
節
用
宝
』
の
紹
介
と
、
節
用
集
に
お
け
る
合

本
と
い
う
事
態
に
つ
い
て
考
え
、
本
書
の
検
討
の
と
り
か
か
り
と
し
た
い
。

一
一

『
錦
襲
万
家
節
用
宝
』
概
観

あ
ら
た
め
て

『錦
妻
万
家
節
用
宝
』
を
紹
介
す
る
。

表
表
紙
見
返
し
に
合
冊
各
書
の
内
容
紹
介
が
あ
り
、　
つ
い
で
四
書
の
合
冊
と
な
る
。
最
後
の
裏
表
紙
見
返
し
に
は
、
吉
文
字
屋
の
開
版



書
七
書
の
広
告
と
刊
記

（覚
政
元
巳
酉
年
／
心
斎
橋
南
四
丁
目
／
浪
花
書
舗
　
吉
文
字
屋
市
兵
衝
板
）
が
あ
る
。

表
表
紙
見
返
し
の
内
容
紹
介
を
手
が
か
り
と
し
て
、
『錦
褒
万
家
節
用
宝
』
の
概
要
を
示
そ
う
。
振
り
仮
名
は
適
宜
省
略
し
、
句
読
点

を
私
に
補

っ
た
。
引
用
に
つ
い
て
は
以
下
同
様
で
あ
る
。

第
宣
　
人
家
日
々
取

扱

要
用
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句す
　
　
　
　
　

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

数
々
あ
つ
む
。
則
、
左
の
目
録
を
み
れ
パ
あ
き
ら
か
な
り

第
武
　
伊
呂
渡
分
字
引
節
用
集

黄
紙
の
妬
を
開
き
見
る
べ
し
。
字
の
引
様
く
わ
し
く
し
る
す

第
三
　
訓
蒙
図
彙
　
一
名
万
物
絵
本
大
全

天
地
の
あ
ら
ゆ
る
事
悉
く
絵
に
あ
ら
わ
す
。
第
二
黄
紙
に
目
録
あ
り

第
四
　
年
中
行
事
綱
目

日
本
国
神
社

・
仏
閣

・
祭
礼

・
斎
会

・
見
物
事

・
登
山
、
都
て
日
並
に
か
ヽ
わ
る
事
悉
く
記
す
。
第
四
の
黄
紙
に
目
録
あ
り

黄
紙
と
は
、
丁
子

・
黄
集
な
ど
で
染
色
し
た
紙
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
日
録
が
印
刷
さ
れ
る
と
い
う
。
目
立
ち
や
す
い
料
紙
で
あ
れ
ば
、

四
書
間
の
境
界
を
明
示
で
き
る
の
で
、
利
用
の
便
を
は
か
る
工
夫
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
架
蔵
書
に
は
そ
う
し
た
色
あ
い
は
な
く
、

程
色
し
た
の
か
、
は
じ
め
か
ら
そ
う
し
た
料
紙
は
用
い
な
か
っ
た
の
か
も
判
断
が
つ
か
な
い
。
た
だ
、
黄
紙
に
あ
た
る
丁
の
料
紙
は
、
本

文
よ
り
も
や
や
厚
手
に
は
な
っ
て
お
り
、
裏
面
の
文
字
が
透
け
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
見
や
す
い
。

本
書
の
特
色
の
第
二
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
紙
面
構
成
で
あ

っ
た
。
四
書
と
も
そ
う
だ
が
、
各
ｒ
を
三
段
に
分
か
っ
て
記
事
が
記
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
現
代
の
辞
書
類
な
ど
の
三
段
組
で
は
な
く
、
合
冊
四
書
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
本
文
を
初

・
中

・
末
に
二
等
分
し
た
も

の
を
二
段
に
配
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
文
は
段
を
単
位
と
し
て
次
丁
へ
続
く
こ
と
に
〔雄
花
。
そ
し
て
ヽ
本
文
の
初
め
三
分
の

一
が
配
さ
れ
た
段
の
最
終
丁
は
、
中
の
三
分
の
一
が
配
さ
れ
た
段
の
最
初
丁
へ
、
そ
の
最
終
丁
は
末
の
三
分
の
一
が
配
さ
れ
た
段
の
最
初

丁
へ
連
続
す
る
。
各
段
の
最
終
了
の
続
き
を
み
る
に
は
、
最
初
の
丁
に
舞
い
一戻
ら
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
本
書
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
節
用
集
の
広
告
を
翻
刻
し
た
高
梨
信
博

（
一
九
九
〇
）
に
よ
り
、
知
ら
れ
て
い
た
。

錦
妻
満
家
節
用
宝
　
全

一
冊

日
に
は
妊
衆
日
用
も
ち
ゆ
る
所
の
重
法
成
る
事
八
十
ケ
条
を
籍
ぃ

つ
ぎ
に
い
ろ
は
分
ケ
字
引
節
用
集
、
次
に
万
物
絵
本
訓
蒙
図
彙
を

出
す
。
こ
の
絵
本
は
上
同
月
星
辰
よ
り
下
羽
毛
鱗
芥
の
細
き
迄
、
国
々
山
川
人
物
生
類
草
木
其
外
天
地
の
間
に
あ
ら
ゆ
る
物
、
悉
く

集
め
の
せ
、
終
に
年
中
行
事

一
切
参
詣
事
其
外
月
日
に
拘
る
事
、
の
こ
ら
す
集
。
誠
に
節
用
宝
な
り
。

節
用
集
の
広
告
文
と
い
え
ば
、
語
の
増
補
や
仮
名
造
い
の
訂
正
、
用
字
の
精
選
、
有
益
な
付
録
の
掲
載
な
ど
、
そ
の
真
偽
は
さ
て
お
き
、

イ
メ
ー
ジ
先
行
の
言
辞
を
連
ね
た
も
の
が
多
い
。
が
、
右
の
広
告
文
は
、
き
わ
め
て
具
体
的
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
と
に

「
日
に
は

・

次
に
・
終
に
」
と
い
っ
た
順
次
を
し
め
す
語
句
に
つ
づ
け
て
内
容
を
紹
介
す
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
『錦
養
万
家
節
用
宝
』

の
現
本
を
目
に
し
た
今
で
は
、
合
冊
体
で
あ
る
が
ゆ
え
の
こ
と
と
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

『錦
妻
万
家
節
用
宝
』
も
、　
二
一一］
で
い
え
ば
付
録
付
き
の
節
用
集
と
な
る
。
が
、
そ
れ
を
合
冊
と
い
う
手
法
で
達
成
し
て

い
る
の
が
特
徴
的
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
本
書
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
に
は
、
ま
す
合
冊
に
よ
る
利
点
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
、
合
冊
さ
れ
た
四
書
そ
れ
ぞ
れ
を
詳
し
く
検
討
し
て
お
き
た
い
。
こ
と
に
、
四
書
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
的
で
あ
る
と
い
っ
た
が
、

そ
の
程
度
を
確
認
す
る
こ
と
で

『錦
襲
万
家
節
用
宝
』
に
お
け
る
合
冊
と
い
う
事
態
を
よ
り
的
確
に
把
握
で
き
る
も
の
と
思
う
。

『錦襲万家節用宝』考



〓
一　
合
冊
四
書
概
観

人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事

本
書
は
二
二
丁

（美
濃
判
〉
で
、
三
切
時
の
丁
付
け
は
、
最
初
丁
の

「
目
録
」
に
な
く
、
次
の

「大
日
本
国
図
」
よ
り
は
じ
ま
る
た
め
、

最
終
丁
は

「
六
十
二
」
と
な
る
。
三
段

へ
の
配
置
は
、
本
文
の
初
中
末
各
三
分
の
一
が
、
そ
れ
ぞ
れ
中

，
上

・
下
段
に
あ
て
ら
れ
る
。

本
文

一
丁
表
中
段
に

「目
録
」
と
大
書
し
、
そ
の
裏
に
記
事
名
だ
け
列
挙
す
る
簡
便
な
目
録
が
あ
る
。
以
下
、
内
容
紹
介
の
意
味
で
す

べ
て
記
し
て
み
る
。
な
お
、
こ
の
目
録
は
、
各
行
を
上
下
二
段
に
分
か
っ
て
い
る
が
、
内
容
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
で

一
続
き
と
み
ら
れ
る

の
で
段
ご
と
に
示
す
。
ま
た
、
こ
の
目
録
に
掲
げ
ら
れ
た
記
事
と
実
際
の
収
録
記
事
と
は
、
名
称
を
は
じ
め
、
内
容
も

一
致
し
な
い
こ
と

が
あ
る
。
こ
と
に
、
最
後
の

「
不
成
就
日
」
以
下
の
七
項
は
存
在
し
な
い
。

日
本
の
図

・
近
江
八
景

・
永
代
大
雑
書

・
和
漢
歴
代

・
年
数

一
覧

・
和
漢
百
官
名

・
進
物
の
書
法

・
目
録
認
や
う

・
折
方
の
図

・

万
積
物
の
図

・
絵
馬
書
様

・
扇
の
書
様

・
色
紙
短
冊
法

・
書
翰
礼
式

・
封
文
認
や
う

。
女
中
文
書
法

・
書
翰
端
書

・
月
の
果
名

・
五

節
句
同

・
書
札
同

・
諸
文
づ
く
し

，
斤
目
づ
く
し

（以
上
、
目
録
上
段
）

四
目
録
の
占

・
六
曜
く
り
様

・
破
軍
星
同

・
男
女
相
生
　
相
生
名
頭

・
同
書
判
尽

・
ち
し
ご
く
り
様

・
う
け
む
け

・
中
将
薬
の

図

・
末
服
着
や
う

・
ご
と
く
ざ
ん

・
和
漢
尺
の
法
　
古
文
字
偏
冠
　
印
肉
絡
や
う

・
石
刻
印
譜

・
不
成
就
日
‘
服
忌
今
　
年
歴
六
十

図

・
し
な
の
満
子

・
十
千
十
二
支

・
鬼
宿
吉
日
・
願
成
就
日

（以
上
、
日
録
下
段
）

一
見
、
占
い
の
記
事
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
大
雑
書
に
似
る
が
、
図
絵
、
手
紙
文
や
日
用
の
作
法
、
百
官
名
等
も
あ

っ
て
、
当
時
通
行
の

節
用
集
の
付
録
そ
の
も
の
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
た
が

っ
て
、　
一
書
を
内
か
ら
支
え
る
何
か
を
欠
く
よ
う
に
も
思
え
る
し
、
序

・

『錦妻万家節用宝』考

政

・
刊
記

・
内
題
ま
で
な
い
の
で
一
書
と
し
て
の
形
式
も
整
わ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
序

・
域

・
刊
記
な
ど
は
、
別
の
板
木
で
補
う
こ
と
も

あ
り
う
る
け
れ
ど
も
、
単
独
で
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
は
か
な
り
低
い
よ
う
に
思
わ
〔か
花
。

な
お
、
記
事
中
の

「年
数

一
覧
」
の
末
尾
に

「各
宝
暦
十
二
午
年
ま
で
の
年
数
を
し
る
す
」
と
あ

っ
て
、
お
よ
そ
の
成
立
時
期
が
知
ら

れ
る
の
は
幸
い
で
あ
る
。
や
は
り
吉
文
字
屋
の
刊
行
し
た

『文
定
節
用
集
』
（外
題
。
宝
暦
一
二
年
刊
。
米
谷
隆
蜂
呼
離
》
が
ヽ
「人
家
日
々
取

扱
要
用
之
事
」
と

『慈
海
節
用
集
』
（宝
暦
一
二
年
再
版
）
の
合
冊
本
で
あ
る
ら
し
く

（米
谷
氏
談
）、
『文
宝
節
用
集
』
を
構
成
す
る
に
あ
た

っ
て

「
人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」
が
編
集
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
推
測
は
、
「人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」
の
目

録
の
不
備
が
裏
付
け
て
く
れ
る
。
目
録
末
部
の

「
不
成
就
日
」
以
下
七
項
目
は
相
当
す
る
記
事
が
存
在
し
な
い
と
言

っ
た
が
、
そ
れ
ら
は

そ
の
ま
ま
、
『議
海
節
用
集
』
（宝
暦

一
二
年
版
）
の
巻
末
付
録

「
不
成
就
日

・
服
忌
令

。
年
代
六
十
図

や
潮
汐
満
子

・
十
千
十
二
支
　
鬼

宿
大
吉
日
・
願
成
就
日
」
と

一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」
の
目
録
は
、
合
冊
し
た

『議
海
節
用
集
』
（宝
暦
一

二
年
版
）
の
付
録
記
事
名
を
記
し
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
両
者
の
緊
密
な
関
係
を
証
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」
の
存
在
意
義
は
、
合
冊
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
付
録
の
少
な
い
節
用
集

に
、
通
行
の
節
用
集
な
み
の
付
録
を
準
備

・
提
供
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

伊
呂
波
分
字
引
節
用
集

（い
ろ
は
字
引
節
用
集
）

黄
紙
に
あ
た
る
丁
は
、
「
い
ろ
は
字
引
節
用
集
目
録

〔
丁
附
合
文
ご

と
の
題
名
こ
そ
三
段
ぶ
ち
抜
き
で
一
行
に
記
さ
れ
る
が
、
イ
ロ
ハ

各
部
部
名
と
そ
の
Ｔ
付
け
を
し
め
す
部
分
は
、
三
段
に
分
か
た
れ
る
。
各
段
冒
頭
に
は

「此
段
ノ
カ
ナ
、
本
文
モ
此
段
フ
開
キ
字
ヲ
サ
グ

′レ〔疑
尭

」
と
注
意
書
き
す
る
。
つ
づ
い
て
、
上
段
に
は
テ
部
か
ら
ス
部
お
よ
び
付
録
類
の
、
中
段
に
は
イ
部
か
ら
力
部
の
、
下
段
に
は
カ

部
か
ら
テ
部
の
所
在
が
記
さ
れ
る
。

本
文
部
分
は
、
「字
の
よ
み
は
じ
め
／
字
の
繰
出
し
様
」
か
ら
は
じ
ま
る
七
二
丁

（美
濃
判
）
で
あ
る
。
合
冊
四
書
中
、
最
も
紙
数
が
多



「伊
呂
波
分
字
引
節
用
集
」
最
終
丁
表
と
、
そ
の
前
丁
の
要

（見
開
き
右
）。
見
閉
き
右
端
の
丁
付
け
は
、
上
か
ら

一雇
，

舞ヽ
哲

トイ
倉
守
そ
氏
揚
ヂ
子
年
左

寿
寒
小野
鉢
々
子
を
千
ダ
すケ

″
静
ユそ
彗
ヨ，
々
ノ

≡恥
ゲ
７
″称
谷
ジ
於
ユ
策
ヘ

バ鰹
漢
ゲ

なヽ
み
タ
イ
ト
フ

多
チ
斉
芳
え
峯
・タタ

軒
え安
が

ぞ
久
与
え
密
そ
身
評
タ

一あ
力
分
士
酷
野
餓
「一ア
ヤォ

ラ
守
一ゴ
溌
互
チ
蒙
生

ド
琢
卜
ι
ど
戸チタ
カ
イ
ブ
形

聯
稗
翻
鈴
剣
響

罷
瞬鞣

閣
速
越
舗
鍵
程
ぱ

瑠
岬
瑠
理
町

う

０
　
　

う
ち

　

　

Ｒ

滅
航
女聯麟
繁
ネ

歳即ヨ|

そ,オ1墜験
IⅢ降惚吉安脅

轟盛!

一ム
乙
ラ
ツ
部
夕的
ラ
フ
堅
ヲ

ホ
封
　
　
　
　
′

捧襲

雛

発

鞠
語

麟

鱗
義

瑠
岬

轍
議
刺報期

興ケ縁 そ
湖

都務で

森域|

R‐Aケ協筆〔

畳〕密せ

う
ヤ
ク

う
わ
う
“

～
て
ヽ
あ
つ
て

駆
麒
兆
轡

別

群籠

瑠颯
彰神

騨

幾

鶴

劉

解
影

移

な

解

哲

聯
懇
餡

を
ノ
あ
，
，
ぁ
掛
引
舛
４‐
剣
赳
ュ
「

購
酸

腰

聯

田
② |

を
ｒ
ノ
ず
ヽ
か
　
　
そ
く
ノ
Ｓ
２
■
ノ

朔
韓
ス暢
一印

tf″
jヤ

|″||イf ■iⅢ II

「
二
百
十
二

（重
複
の
こ
枚
日
》
　

六
十
九
　
百
四
十

一
」。
中
段
は
力
部
、
下
段
は
■
部
末
に
配
さ
れ
た
ヨ
ウ
部
。

161 『錦褒万家節用宝』考



く
、
統

一
的
な
書
名

『錦
褒
万
家
節
用
宝
』
に

「節
用
」
の
名
が
入
る
の
に
符
合
す
る
。
三
段
へ
の
配
置
は
、
本
文
の
初
中
末
各
三
分
の
　
２

一
が
、
そ
れ
ぞ
れ
中

・
下
　
上
段
に
あ
て
ら
れ
る
。
な
お
、
三
切
時
の
丁
付
け
を
た
ど
る
と
、
冒
頭
に
欠
落
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　

‐

最
初
丁
中
段
は
、
「字
の
よ
み
は
じ
め
／
字
の
繰
出
し
様
」
と

「字
の
引
様
」
の
前
半
が

一
丁
で

「
ロ
ノ
三
」
と
丁
付
け
さ
れ
、
「字
の
引

様
」
の
後
半
と

「門
部
の
証
」
が

一
丁
で

「
ロ
ノ
四
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
ロ
ノ
一
」
「
ロ
ノ
ニ
」
が
な
い
。
な
ら
ば
、
本
文
を
三
分
し
、

三
段
に
配
す
る
本
書
と
し
て
は
、
三
切
時
の
丁
付
け
で
都
合
六
丁
分
の
欠
落
が
あ
る
計
算
に
な
る
。
が
、
本
文
中
に
欠
け
た
丁
は
な
く
、

丁
付
け
も
す
べ
て
連
続
す
る
の
で
、
「
ロ
ノ
一
」
「
ロ
ノ
ニ
」
は
別
の
板
木
に
刻
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ロ
ム
言

「
ロ
ノ
四
」
の
の
ち
、
真
卓
二
行
体
の
辞
書
本
文
と
な
る
。
中
段
か
ら
下
段

・
上
段
へ
と
本
文
が
連
続
し
、
上
段
末
に
付
録

が
あ
る
。
「
石
刻
印
譜

‘
本
朝
年
鑑
六
十
図

・
服
息
令

・
潮
汐
満
千

・
五
節
句
異
名

・
願
成
就
日

・
鬼
宿
大
吉
日
・
不
成
就
日

・
相
性
名

頭
書
判

。
中
花
開
闘
　
覚
書
の
可

・
諸
宗
し
や
う
じ
ん
日
‐一
で
、
計

一
二
種
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
あ
と
に

「
凡
例

。
小
引
」
が
来
、

相
場
割

（仮
称
）
が
配
さ
れ
る
の
で
、
都
合
、　
三
二
種
の
付
録
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

本
書
は
、
辞
書
本
文
の
あ
と
に
付
録
が
来
る
こ
と
自
体
、　
一
書
と
し
て
の
結
構
を
相
応
に
備
え
て
い
る
わ
け
だ
が
、
本
文
末
尾
の

「
凡

例

・
小
引
」
の
存
在
、
「小
引
」
末
尾
の

「
天
明
六
丙
午
年
再
刻
」
と
の
刊
年
の
明
記
、
最
終
丁
裏
の

「
心
斎
橋
南
四
丁
目
／
大
坂
　
吉

文
字
展
市
兵
衛
／
同
　
一内
田
　
と偏
兵
衛
／
日
本
橋
通
三
丁
目
／
江
戸
　
吉
文
字
屋
次
郎
兵
術
」
と
の
開
版
書
申
の
明
記
な
ど
、
単
独
刊
行

を
証
す
る
も
の
が
完
備
す
る
。

で
は
、
単
独
刊
行
さ
れ
た

「伊
呂
波
分
字
引
節
用
集
」
は
何
で
あ

っ
た
の
か
。
書
名
の
手
が
か
り
は
、
内
題

・
柱
題
と
も
に
な
く
、
巻

末
の

「
凡
例
」
に
も
記
さ
れ
な
い
。
わ
す
か
に

「小
引
」
に

「
即
座
引
ノ
虚
題
ナ
ラ
ザ
ル
フ
」
（読
み
く
だ
し
）
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
内

容
か
ら
お
せ
ば
、
冒
頭
の

「字
の
引
様
」
に

「字
の
よ
み
終
、
す
べ
て
ひ
く
、
は
ね
る
、
す
む
、
に
ご
る
、
の
四
つ
に
も
れ
申
さ
す
候

間
」
云
々
と
あ
る
こ
と
、
続
く

「門
部
の
証
」
に

「ざ
つ
。
天
地

。
人
の
る
い
。
ど
う
ぐ
い
と
く

・
草
木
く
だ
も
の
・
生
る
い
」
と
六
種

の
意
味
分
野
が
記
さ
れ
る
こ
と
、
「
天
明
六
丙
午
再
刻
」
の
年
記
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
山
田
忠
雄

（
一
九
八
一
下
）
に
い
う

『急
用

問
合
即
座
引
』
（真
草
二
行
本
）

明
六
年〔研
耗
と
同
一で
あ
り
、

訓
蒙
図
典
　
一
名
万
物
絵
本
大
全

黄
紙
相
当
丁
に
は
、
ま
ず
、
右
端
に
三
段
ぶ
ち
ぬ
い
て

「
万
物
絵
本
訓
蒙
図
彙
目
録
」
と
記
さ
れ
る
。
残
る
紙
面
は
、
上
中
下
三
段
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
事
の
あ
り
か
を
記
す
。
各
段
の
は
じ
め
に
は

「此
段
日
録
本
文
も
此
段
の
丁
付
の
所
を
出
し
絵
を
見
る
べ
し
」
と

記
し
、
特
異
な
三
段
組
を
周
知
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
示
さ
れ
る
丁
付
け
は
複
雑
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
段
に

「人

物
上
　
十
七
丁
目
」
が
あ
る
が
、
左
隣
に
は
、
こ
れ
に
続
く
は
す
の

「人
物
下
」
は
来
ず
、
「
山
海
経
　
九
十
三
丁
目
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
「
人
物
下
」
は
上
段
の
最
初
に

「
人
物
下
　
一二
十
丁
目
」
と
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
跳
躍
は
、
上
段

・
下
段
に
も
認
め

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
都
合
は
、
「
訓
蒙
図
彙

　
一
名
万
物
絵
本
大
全
」
が
本
来
上
下
二
巻
本
で
あ

っ
て
、
上

・
下
巻
そ
れ
ぞ
れ
が

一

ま
と
ま
り
に
刻
さ
れ
る
こ
と
か
ら
来
る
の
で
あ
る
。

目
録
の
次
丁
か
ら
本
文
に
な
る
。
全
六
三
丁

（美
濃
判
）
の
う
ち
、
初
め
二
五
丁
が
上
巻
に
、
残
り
二
八
丁
分
が
下
巻
に
な
る
。
一
丁
三
段

尭
ウ縫
亀
薙
兼
薙
誕
韓肪
〕」「中誕
巾紳準
詫
巽
鞣
一ぱ
確

け

「
二
し

は

「凡
例
」
で
あ
る
。
内
容
紹
介
の
意
味
で
、
と
も
に
翻
刻
す
る
。

い
に
し
へ
よ
り
画
本
の
書
多
く
刊
行

ハ
れ
て
誠
に
世
の
重
宝
た
り
。
今
此
書

ハ
上
天
象
よ
り
下
万
物
迄
、
悉
く
其
図
を
正
し
、
各

々
名
義
の
文
字
を
あ
ら
た
め
、
彩
色
の
詞
要
を
あ
ら

ハ
し
、
あ
ま
ね
く
撰
ひ
集
め
、
万
物
絵
本
大
全
調
法
記
と
名
付
て
世
に
ひ
ろ
む

る
事
し
か
り

（序
）

天
明
六
年
再
版
本
と
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
亀
田
次
郎
文
庫
の

「節
用
集
」
と
仮
称
さ
れ
る
二
切
横
本
天

匡
郭
の
切
れ
な
ど
か
ら
同
板
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

『錦褒方家節用宝』考



Ｔ
　
　
　
　
Ｉ一

此
書
の
中
の
図
、
本
朝
出
生
の
生
類

・
樹
竹

・
穀
類

・
栗
血

・
草
花
迄
、
直
に
実
象
を
見
て
写
せ
る
図
を
集
め
、
直

二
見
る
事
あ
た

ハ
ざ
る
物

ハ
、
よ
く
知
る
人
に
尋
求
め
て
足
を
写
す

本
朝
に
見

へ
ざ
る
図

ハ
、
三
才
図
絵
　
本
草
綱
目

・
山
海
経
等
を
本
と
し
て
是
を
あ
ら

ハ
し
、
し
れ
ぎ
る
物

ハ
よ
く
知
れ
る
人
に
尋

て
是
を
あ
ら

ハ
す

名
義
非
文
字

ハ
、
三
才
図
絵

・
本
草
綱
目
の
文
字
を
本
と
し
て
是
を
あ
ら

ハ
す

和
名

ハ
、
本
朝
に
古

へ
よ
り
用
ひ
来
た
る
所
の
順
の
和
名
沙

。
多
識
編

・
節
用
集

・
下
学
集
等
の
よ
ミ
を
し
る
す

春
夏
秋
冬
の
文
字
を
付
ル
も
の
ハ
、
和
軟
　
連
誹
の
季
を
わ
か
つ
た
め
な
り

彩
色
絵
具
つ
か
ひ
様
の
秘
伝
、
こ
ゝ
に
し
る
す
也

（凡
例
セ

二
丁
目

（丁
付
け

「
一言
）
一
行
に

「
万
物
絵
本
大
全
調
法
記
」
と
内
題
が
あ
り
、
残
り
の
紙
面
と
四
丁
目
表
裏
に
、
日
録
を
記
す
。

だ
し

「巻
之
上
目
録
」
に
つ
づ
け
て

「巻
之
下
目
録
」
を
記
し
て
い
る
。
内
容
紹
介
の
意
味
で
一
九
項
目
す
べ
て
を
掲
げ
る
。
な
お
、

項
目
の
頭
に
く
る

「
一
」
字
と
、
項
目
に
続
く
注
記
は
、
煩
を
い
と
っ
て
省
略
し
た
。

三
国
名
山
図

・
天
象
図

，
地
理
図

・
居
所
図

。
人
物
図

・
身
体
図

・
水
服
図

・
宝
貨
図

「
器
用
図

（以
上
、
巻
之
上
）

山
海
経
図

・
畜
獣
図

・
禽
鳥
図

・
龍
魚
図

・
虫
介
図

・
米
穀
図

・
菜
疏
図

・
果
砿
図

・
樹
竹
図

・
花
草
図

（以
上
、
巻
之
下
）

五

・
六
丁
目

（丁
付
け

「五
上
含
）
に

「絵
具
製
法
」
を
載
せ
る
。
七
丁
目
か
ら
新
た
に
丁
付
け
が
は
じ
ま
り
、
絵
本
本
文
と
な
る
。

上
巻

・
下
巻
の
境
界
は
先
に
記
し
た
通
り
で
、
中
段
部
の
丁
付
け
で
言
え
ば

「
十
九
」
を
合
む
丁
ま
で
が
上
巻
に
な
る
。

各 た

『錦妻万家節用宝』考

〓
切
本
時
の
下
巻
最
終
ｒ

（丁
付
け
な
し
）
の
表
に
は
単
独
刊
行
さ
れ
た
お
り
の
刊
記
が
あ
り
、
「
画
工
下
村
氏
／
房
供
書
之
／
元
禄
六

葵
酉
歳
／
二
月
吉
旦
／
書
林
高
屋
平
右
衛
門
／
日
本
橋
南

一
丁
目
／
江
戸
　
村
上
源
兵
衛
」
と
あ
る
。
「高
屋
平
右
衛
門
」
の
み
、
細
く
、

筆
圧
の
差
の
弱
い
書
き
ぶ
り
だ
が
、
他
は
、
縦
画
太
く
横
画
細
く
刻
ん
で
い
る
。
こ
の
刊
記
か
ら
、
単
独
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
『国
書
総
日
録
』
に

「
万
物
絵
本
大
全
調
法
記
　
一一巻

一
冊

（類
）
絵
画
」
（読
み
仮
名
省
略
）
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
に
つ
い
て
は
長
友
千
代
治

（二
〇
〇
一
）
に
論
が
あ
り
、
成
立

・
編
集
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

『
万
物
絵
本
大
全
調
法
記
』
は

『
訓
蒙
図
彙
』
を
、
懐
中
本
、
す
な
わ
ち
ヨ
ン
パ
ク
ト
版
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
（中
略
）

『万
物
絵
本
大
全
詞
法
記
』
の
巻
之
上

「
三
国
名
山
之
図
」、
巻
之
下

「山
海
経
之
図
」
の
各
巻
頭
の
項
目
を
除
く
と
、
特
殊
項
目
等

に
つ
い
て
は
若
子
の
削
疎
、
ま
た
二
図
三
図
を
同

一
画
面
に
描
く
な
ど
の
調
整
は
し
て
い
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は

『訓
蒙
図

彙
』
の
掲
載
順
、
ま
た
事
物
の
描
画
構
図
、
そ
の
名
称
の
正
名

・
異
名

・
和
名

・
俗
称
等
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

『訓
蒙
図
彙
』
か
ら
の
抜
粋
に
つ
い
て
は
、
「
お
そ
ら
く
第

一
の
目
的
は
、
凡
例
の
五
番
目
に
記
す
、
和
歌

・
連
俳
の
季
語
を
描
画
に
よ

っ
て
示
す
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
の
見
解
と
合
わ
せ
、
両
書
の
出
入
り
を
検
討
さ
れ
、
「
日
常
的
に
熱
知
さ
れ
た
連
俳
に
無
関

係
な
瑣
末
な
事
項
、
あ
る
い
は
、
身
体
語
彙
、
と
く
に
内
臓
器
官
の
語
彙
な
ど
は
捨
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

年
中
行
事
網
目

黄
紙
相
当
丁
は
、
ま
す
三
段
ぶ
ち
抜
き
で
、
標
題

「年
中
行
専
」
と
記
し
、
そ
の
下
に

「
日
本
国
神
社
仏
四
祭
礼
仏
事
見
物
事
登
山
す

べ
て
月
日
の
定
り
し
事
、
も
ら
さ
す
記
す
」
と
と
す
る
。
目
録
部
分
は
、
上
段
最
初
に

「
四
月
八
日
よ
り
八
月
十
五
日
迄
此
段
に
記
ス
」、

中
段
最
初
に

「
正
月
よ
り
四
月
八
日
迄
此
段
に
記
す
」、
下
段
最
初
に

「
八
月
十
五
日
よ
り
十
二
月
迄
此
段

二
記
ス
」
と
記
し
、
そ
れ
ぞ



れ
の
段
に
各
月
と
丁
付
け
を
示
す
。
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、　
　
　
６

本
文
部
分
は
、
日
録
の
示
す
三
段
の
配
し
か
た
と
趣
縮
が
あ
る
。
中
段
に
正
月
か
ら
四
月
ま
で
の
記
事
が
く
る
の
は
一
致
す
る
が
、
上
　
‐

段
に
は
八
月
か
ら
十
二
月
と
付
録
、
下
段
に
は
四
月
か
ら
八
月
の
記
事
が
く
る
こ
と
に
な
る
。
最
初
丁
表
中
段
は
枠
の
み
で
、
裏
中
段
に

「
開
巻

一
覧
」
と
称
す
る
序
が
く
る
。
二
切
に
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
丁
が
表
紙
見
返
し
に
あ
て
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
三
切
時
の
丁
付

け
は

「序
」。
な
お
、
「
開
巻

一
覧
」
の
記
事
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。
浅
井
素
封
堂
は
、
『
国
書
大
名
辞
典
』
に

「生
没
年
末
詳
。
江
戸
中

期
の
人
」
「浅
井
氏
。
通
称
、
徳
右
衛
門
。
号
、
素
封
堂
」
と
記
さ
れ
る
書
痔

・
秋
田
屋
徳
右
衛
門
で
あ
ろ
う
。

夫
れ
国
々
の
大
社
又
者
仏
場
の
行
事

ハ
ゆ
へ
あ
る
こ
と
な
れ

ハ
、

ろ
が
く
べ
き
も
の
か
。
其
格
古
雅
に
し
て
見
る
に
そ
の
よ
し
深
し
。

告
宝
暦
乙
亥
歳

浅
井
素
封
堂

［印
〕

絶
た
る
ハ
お
は
や
け
是
を
再
興
し
玉
ふ
。
参
詣
も
此
時
を
こ
ゝ

興
も
こ
よ
に
あ
り

・ヽ
　
，　
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
　
　
六
十

「開
巻

一
覧
」
に
つ
い
で
本
文
に
な
る
。
丁
付
け
は
一
か
ら
六
十
六
。
本
文
冒
頭
に

「諸
国
年
中
行
事
綱
目
」
と
の
題
が
あ
る
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
日
録
標
題
下
の
注
文
や

「開
巻

一
覧
」
か
ら
も
大
方
は
知
ら
れ
る
の
で
詳
述
し
な
い
が
、
ま
ま
挿
絵
の
あ
る
こ
と
の
み
触

れ
て
お
く
。
な
お
、
巻
末
に
付
録
と
し
て

「潮
汐
満
千
」
「略
服
忌
合
」
を
載
せ
る
。
ま
た
、
刊
記
に
あ
た
る
も
の
は
な
い
が
、
お
そ
ら

く
別
の
板
木
に
刻
さ
れ
た
の
で
も
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

「年
中
行
事
綱
目
」
の
紙
面
構
成
で
興
味
深
い
の
は
、
美
濃
判
時
の
丁
付
け
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
三
切
本
に
し
た
と
き
の
板
心
に
丁

付
け
が
あ
る
の
は
当
然
だ
が
、
裁
断
さ
れ
る
ま
え
の
、　
一
紙
面
に
三
段
が
配
さ
れ
る
場
合
の
丁
付
け
が
、
丁
裏
の
綴
じ
元
中
央
、
言
い
換

え
れ
ば
丁
裏
中
段
の
左
欄
外
に
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
帳
合
い
を
と
る
お
り
の
心
覚
え
の
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
。

小
脅
が
単
独
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
比
較
的
容
易
に
知
ら
れ
る
。
内
題

「諸
国
年
中
行
事
綱
日
」
を

『国
書
総
目
録
』
で
検
す
る
と
、

同
じ
書
名
の
項
目
が
あ
り
、
編
者
は
高
萩
安
兵
衛
で
、
宝
暦
五
年
の
刊
行
と
い
う
。
こ
れ
は
、
江
戸
本
屋
仲
間
の
割
印
帳
に

「同
亥
年

（Ｈ
宝
暦
五
年
）

年
中
行
事
綱
目
　
墨
付
六
十
六
丁
　
高
萩
安
兵
衛
　
全

一
冊
　
板
元
大
坂
亀
屋
安
兵
衛
　
〓冗
出
し
須
原
屋
茂
兵
衛
」
と

あ
り
、
「墨
付
六
十
六
丁
」
も

「年
中
行
事
網
目
」
と

一
致
す
る
の
で
、
宝
暦
五
年
に
は
単
独
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
　
合
冊

の
利
点

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に

『錦
養
万
家
節
用
宝
』
に
合
冊
さ
れ
た
諸
書
は
、
「人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」
を
の
ぞ
け
ば
、
単
独
刊
行

さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
独
立
的
な
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
う
し
た
諸
本
に
よ
る
合
冊
だ
け
に
、
『錦
要
万
家
節
用

宝
』
は
、
近
世
節
用
集
の
な
か
で
も
異
彩
を
放
つ
内
容
を
持
つ
も
の
に
な
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
性
格
を
与
え
た
合
冊
と
い
う
手
法
の
利
点
を
考
え
て
み
よ
う
と
〔駐
定
。
も
ち
ろ
ん
、
独
立
性
の
高
い
書
籍
の
合
冊
で
あ
れ

ば
、
全
体
と
し
て
の
統

一
が
欠
け
た
り
、
甑
解
を
き
た
し
た
り
な
ど
の
欠
点
も
あ
ろ
う
。
こ
と
に
三
切
に
す
べ
き
を
裁
断
し
な
か
っ
た
の

は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
現
に

『錦
襲
万
家
節
月
宝
』
は
開
版
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
う
し
た
欠
点
は
承
知
の
う
え
で
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ま
す
は
合
冊
の
利
点
を
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
過
程
で

『錦
襲
万
家
節
用
宝
』
の
性
格
を
よ
り
深
く

理
解
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
う
。

構
成
の
自
由
度

考
察
の
手
順
と
し
て
当
時
通
行
の
節
用
集
と
の
比
較
が
欠
か
せ
な
い
の
で
、
そ
れ
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
。
当
時
通
行
の
節
用
集

の
付
録
は
、
巻
頭

・
頭
書

（辞
書
本
文
上
欄
▼

巻
末
に
あ

っ
て
、
辞
書
本
文
を
包
み
込
む
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。
見
方
を
か
え
れ
ば
、

す
べ
て
の
丁
に
付
録
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
巻
頭
と
巻
末
の
付
録
を
橋
渡
し
す
る
よ
う
に
頭
書
の
付
録
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た

『錦襲万家節用宝』考



配
し
方
は
、
合
冊
に
く
ら
べ
て
、　
一
体
感
を
か
も
し
だ
し
や
す
く
、
辞
書
本
文
と
付
録
を
切
り
離
し
が
た
く
も
感
じ
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、

８

辞
書
と
付
録
と
が
、
融
合
と
ま
で
は
言
わ
な
い
も
の
の
、　
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
の
印
象
を
受
け
や
す
く
し
て
い
る
。
い
ま
、
そ
う
し
　
‐

た
あ
り
よ
う
を
仮
に

「複
合
体
」
と
呼
び
、
『錦
髪
万
家
節
用
宝
』
の
よ
う
な
も
の
を

「合
冊
体
」
と
呼
ど
こ
と
に
す
る
。

複
合
体
の
節
用
集
を
編
集
す
る
に
は
、
相
応
の
苦
心
が
あ

っ
た
こ
と
と
思
う
。
購
買
者
の
嗜
好
に
あ
う
よ
う
な
編
集
を
す
る
に
は
、
右

の
よ
う
な
構
成
か
ら
し
て
、　
一
か
ら
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
経
費
の
増
大
や
利
益
の
縮
小
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ

る
。
が
、
こ
れ
も
、
合
冊
体
で
あ
れ
ば
、
い
と
も
容
易
な
こ
と
で
あ
る
。
購
買
者
の
嗜
好
に
か
な
う
書
籍
を
取
り
あ
わ
せ
れ
ば
済
む
か
ら

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
籍
の
板
株
を
持

っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
板
株
を
持
つ
書
津
と

の
共
同
出
版

（相
合
）
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
合
冊
体
な
ら
、
売
れ
行
き
を
見
な
か
ら
増
減
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
『錦
壊
万
家
節
用
宝
』
の
よ
う
に
四
書
合
冊
に
手
を

出
し
に
く
い
客
に
は
三
書

・
二
書
合
冊
に
、
四
書
で
は
半
端
だ
と
考
え
る
向
き
に
は
五
書

・
六
書
合
冊
に
す
れ
ば
よ
い
。
こ
う
な
る
と
、

た
だ
単
に
増
減
す
る
だ
け
で
な
く
、
合
冊
す
る
書
籍
の
組
み
合
わ
せ
も
自
由
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
『錦
襲
万
家
節
用
宝
』
の

「伊
呂
波

分
字
引
節
用
集
」
（実
は

『急
用
間
合
即
座
引
し

の
検
索
法
は
、
イ
●
ハ
・
清
濁
引
騒

・
意
義
分
類
で
三
重
に
な
る
の
で
複
雑
で
あ
る
。
し

か
し
、
合
冊
体
な
の
で
、
よ
り
単
純
な
検
索
法
の
も
の
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
大
坂
本
屋
仲
間
の
記
録
か
ら

『錦
襲
万
家
節

用
宝
』
の
記
述
を
見
返
す
と
、
自
由
な
増
減
や
差
し
か
え
が
行
わ
れ
て
い
た
か
に
み
え
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
寛
政
二
年
改
正
株
帳
の

「錦
妻
万
家
節
用
宝
」
の
項
に
は
、
右
傍
に
小
字
で

「年
中
行
事
　
万
物
画
本
大
全
　
正
字
通

文
宝
飾
用
　
合
本
外
題
改
」
と
記
さ
れ
る
。
「年
中
行
事

・
万
物
画
本
大
全
」
は
そ
れ
ぞ
れ

「年
中
行
事
綱
目
」
「訓
豪
図
彙
　
一
名
万
物

韓寿肇確け庫”説合ヵミ店東程雑抑「用い神』】燕帥却唯オ醜脱崎一咋』移『中
『取紳態帥確筆牛確改『鶏帥鰤開に〔集ぜ紗玲冊なの

ま
た
、
大
阪
図
書
出
版
業
組
合

（
一
九
二
一Ｃ

に
は
、
寛
政
四
年
八
月
の
開
版
御
願
書
の
控
え
に

「万
家
節
用
宝
」
の
名
が
見
え
る
。

‐錦
褒
」
が
な
い
の
で
別
青
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
屋
仲
間
の
記
録
類
で
は
書
名
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
仮
に

『錦
襲
万
家

節
用
宝
』
と
見
て
お
く
。
こ
れ
に
は

「
万
宝
即
座
引
之
入
事
、
万
宝
絵
本
大
全
、
早
考
節
用
の
三
言
合
本

一
冊
と
し
、
外
題
相
改
申
度

候
」
と
あ
る
。
「
万
宝
絵
本
大
全
」
は

「訓
豪
図
彙

一
名
万
物
絵
本
大
全
」
で
あ
ろ
う
。
「早
考
節
用
」
は

『早
考
節
用
集
』
（天
明
五

〔
一

七
八
五
〕
年
刊
）
で
、
『急
用
間
合
即
座
引
』
と
差
し
替
え
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
残
る

「
万
宝
即
座
引
之
入
事
」
と
は
、
「
万
宝
即
座

引
」
と
い
う
書
籍
の
付
録
部
分
の
意
味
な
の
だ
が
、
『錦
褒
万
家
節
用
宝
』
の
中
に
そ
れ
を
さ
が
せ
ば
、
「人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」
と

「年
中
行
事
綱
目
」
の
い
ず
れ
か
か
、
あ
る
い
は
両
方
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
『字
典
年
中
重
宝
選
』
の
存
在
も
興
味
深
い
。
大
阪
図
書
出
版
美
組
合

（
一
九
一三
●

に
よ
れ
ば
吉
文
字
屋
に
よ
り
天
明
六
年

八
月
に
開
版
願
が
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

字
典
年
中
重
宝
選
　
懐
中
小
本
　
全

一
冊

右
は
い
ろ
は
分
字
引
節
用
集
也
。
日
に
人
家
要
用
の
事
八
十
ケ
条
を
集
め
、
終
に
は
年
中
行
事
、
国
々
に
あ
る
神
社
仏
閣
の
祭
礼
斎

会
、
そ
の
外
す
べ
て
月
日
の
定
た
る
事
は
悉
く
も
ら
さ
す
是
を
集
め
の
す
る
。
（高
梨
信
博

〔
一
九
九
〇
〕
に
よ
る
）

「
口
に
・
終
に
は
」
の
文
言
か
ら
合
冊
体
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
、
『錦
褒
万
家
節
用
宝
』
か
ら

「訓
宗
図
彙
　
一
名
万
物
絵
本
大
全
」

を
除
い
た
も
の
に
等
し
い
。
「懐
中
小
本
」
と
あ
る
の
で
三
切
本
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
、
か
な
り
の
厚
み
に
な
る

の
で
、
誇
手
の
料
紙
を
用
い
る
か
、
辞
書
本
文
を
行
単

一
行
で
表
示
す
る

『
早
考
節
用
集
』
『憲
海
節
用
集
』
『急
用
間
合
即
座
引
』
（行

車
一
行
本
）
の
よ
う
な
も
の
に
差
し
替
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

右
の
諸
書
は
、
現
存
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の
な
の
で
確
実
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
合
冊
体
の
可
能
性
は
十
分
に
知
ら
れ
る
と
思
う
。

和
歌
を
好
む
も
の
に
は
百
人

一
首
を
、
学
齢
期
の
も
の
に
は
往
来
物
を
、
日
常
生
活
の
指
針
を
欲
す
る
も
の
に
は
大
雑
書
を
合
冊
す
れ
ば

『錦確万家節用宝』考



よ
い
。
購
買
層
の
要
求
に
、
版
株
と
相
合
の
許
す
か
ぎ
り
の
組
み
合
わ
せ
で
対
応
す
る
こ
と
が
、
理
論
的
に
は
可
能
な
の
で
あ
る
。
辞
書

本
文
も
同
様
で
、
検
索
法
を
、
従
来
の
よ
う
に
イ
ロ
ハ
・
意
義
分
類
に
す
る
か
、
『急
用
問
合
即
座
引
』
の
よ
う
に
高
度

・
複
雑
な
も
の

に
す
る
か
も
自
由
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
合
冊
体
は
、
構
成
の
自
由
度
と
い
う
点
で
大
き
な
可
能
性
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

情
報
エ

複
合
体
の
付
録
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
も
あ

っ
て
中
途
半
端
な
内
容
に
な
り
が
ち
で
あ
り
、
は
じ
め
か
ら
付
録
と
し
て
企
画
さ
れ
る
か

ら
添
え
物
の
気
味
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
比
し
て
、
合
冊
体
な
ら
、
も
と
も
と
が
独
立
し
た
書
籍
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
属
す
る
分
野
で
一
本
立
ち
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
内
容
の
豊
か
さ
が
保
証
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
複
合
体
の
付

録
記
事
と
は
一
線
を
画
す
る
充
実
が
期
待
さ
れ
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
合
冊
体
の
大
き
な
利
点
で
も
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
内
容
の
豊
か
さ
と
言

っ
て
も
、
あ
く
ま
で
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
訓
蒙
図
彙
　
一
名
万
物
絵
本
大
全
」

に
は
、
そ
の
書
名
か
ら
も
知
ら
れ
、
長
友

（二
〇
〇
一
）
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
中
村
暢
斎

『訓
豪
図
嚢
首
合
一〇
巻
。
寛
文
六

〔
王
ハ
六

六
〕
年
刊
）
が
上
位
の
も
の
と
し
て
あ
る
。
図
版
も
大
き
く
、
本
と
し
て
の
威
容
も
あ
る
。
さ
ら
に
詳
細
な
解
説
ま
で
欲
す
る
な
ら
、
寺

島
良
安

『和
漢
三
才
図
会
』
曇

〇
五
巻
。
正
徳
二

〔
一
七
一
↓じ
年
序
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
偉
容
を
は
こ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

に
く
ら
べ
れ
ば
、
「
訓
蒙
図
実
　
一
名
万
物
絵
本
大
全
」
は
、
片
々
た
る
小
冊
子
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ま
は
、
節
用
集
の
付
録
と

し
て
考
え
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
や
は
り
、
分
量
に
は
お
の
す
と
上
限
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
範
囲
で
い
え
ば
、
「訓
豪
図
彙
　
一

名
万
物
絵
本
大
全
」
は
、
十
分
な
読
み
ご
た
え
見
ご
た
え
を
持

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

た
だ
、
よ
り
厳
密
に
そ
れ
を
い
う
に
は
、
複
合
体
節
用
集
の
付
録
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
べ
き

検
討
で
あ
ろ
う
。
幸
い
に
も
、
恰
好
の
比
較
対
象
に

『
万
福
節
用
大
乗
大
尽
』
（正
徳
二
年
刊
。
山
口
大
学
棲
息
堂
文
庫
蔵
）
が
あ
る
。
『錦
豪

万
家
節
用
宝
』
の
開
版
か
ら
七
〇
年
以
上
も
さ
か
の
ば
り
、
刊
行
事
情
も
ま
っ
た
く
同
じ
と
は
言
い
切
れ
な
い
面
が
あ

っ
て
比
較
す
る
こ

『錦喪万家節用宝』考

と
に
時
崎
を
覚
え
な
い
で
は
な
い
。
が
、
『
万
福
節
用
大
乗
大
尽
』
の
頭
書
に
は
、
富
士
之
図
か
ら
は
じ
ま
る
小
型
の
図
絵
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
は
図
柄
　
構
図
と
も

「訓
索
図
費
　
一
名
万
物
絵
本
大
全
」
と
ほ
と
ん
ど
同

一
の
た
め
、
他
に
求
め
が
た
い
好
条
件
を

備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
参
考
と
し
て
で
も
、
比
較
し
て
お
く
価
値
は
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

ま
す
、
『万
福
節
用
大
乗
大
尽
』
の
頭
書
の
画
題
を
、
は
じ
め
か
ら
い
く
つ
か
示
し
て
み
る
。

富
士
山

・
霊
鷲
山

・
竹
生
島

・
音
羽
滝

・
高
野
出

・
龍
官
　
那
智
山

，
比
叡
山

・
鞍
馬
山

・
石
山
寺

・
稲
荷

・
神
泉
苑

・
厳
島

・

城

・
媒
麟

・
猟
努

・
廟
底

・
獅
子

・
山
猪

・
野
猪

・
巴
蛇

・
犀

・
象

・
熊

・
猿

・
虎

・
豹

・
笏

・
狼

・
沸
沸

・
猿

・
線

・
庭

（以
下

略
）

こ
れ
は
、
「
訓
索
図
典
　
一
名
万
物
絵
本
大
全
」
の
三
国
名
山
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を

一
部
順
不
同
に
掲
げ
、
天
象

・
居
所

。
人
物

・
山
海

経
各
部
を
省
略
し
、
首
獣
の
多
く
を
か
か
げ
、
地
理
の

「城
」
と
山
海
経
の

「
巴
蛇
」
を
補

っ
た
も
の
に
等
し
い
。
こ
う
し
た
抜
粋
の
あ

り
よ
う
を
全
体
的
に
み
れ
ば
、
「
訓
豪
図
彙
　
一
名
万
物
絵
本
大
全
」
の
一
九
項
の
う
ち
、
三
国
名
山

「
畜
獣

・
食
鳥

・
龍
魚

・
虫
介
の

多
く
を
掲
げ
、
ま
ま
他
の
部
の
図
を
補

っ
た
も
の
が

『
万
福
節
用
大
乗
大
尽
』
頭
書
の
図
絵
と
な
る
。
単
純
な
計
算
を
し
て
み
よ
う
。
頭

書
の
一
丁
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
三
切
積
本

一
Ｔ
の
版
面
に
は
ぼ
等
し
い
の
で
、
丁
数
の
差
が
記
事
の
量
に
比
例
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、

『
万
福
節
用
大
乗
大
尽
』
三
五
丁
半
に
対
し

「訓
蒙
図
彙
　
一
名
万
物
絵
本
大
全
」

一
八
三
丁
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
専
書
だ
け
に
五

〔と
１１
〕

倍
強
の
図
絵
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
擁
し
た

『錦
襲
万
家
節
用
宝
』
の
優
位
も
揺
る
が
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
と
は
別
に
、
『錦
妻
万
家
節
用
宝
』
の
場
合
、
単
に
合
冊
と
い
っ
て
も
、
本
来
は
三
切
本
で
あ
っ
た
も
の
の
合
冊
だ
か
ら
、

三
切
本
の
情
報
密
度
を
勘
案
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
判
型
は
小
さ
い
な
が
ら
も
、
細
字
な
ど
を
用
い
て
内
容
を
濃
く
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
加
味
す
れ
ば

『錦
豪
万
家
節
用
宝
』
の
総
丁
数
に
対
す
る
情
報
量
は
、
他
の
節
用
集
に
比
し
て
飛



躍
的
に
高
い
と
の
予
想
も
可
能
な
と…
ご
ろ
で
あ
る
，
　
一ヽ
理
ヽ
■
食
ｉ
ｔ
ｉ
　

ｌ
ｆ
≡
　
　
　
　
■

，

■
■　
　
、ド
ー

五
　
吉
文
字
屋

に
よ
る
合
冊
体
節
用
集

の
展
開

合
冊
体
に
は
、
複
合
体
に
な
い
利
点
の
あ
る
こ
と
は
、
前
節
で
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
を
承
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
吉
文

字
屋
は
、
合
冊
体
節
用
集
を
単
発
的
に
開
版
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
組
織
的
に
多
産
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
差
は
大
き
い
。

合
冊
体
節
用
集
が

『錦
襲
万
家
節
用
宝
』
と
先
に
触
れ
た

『文
宝
節
用
集
』
だ
け
で
あ
れ
ば
、
気
ま
ぐ
れ
と
い
う
べ
き
で
あ

っ
て
、
合
冊

体
の
利
点

へ
の
信
頼
を
み
ず
か
ら
証
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
逆
に
、
多
く
企
画

・
開
版
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
合
冊
体

へ
の
志
向
の

強
さ
や
、
並
々
な
ら
ぬ
決
意

・
期
待
を
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、　
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
、
吉
文
字
屋
の
合
冊
体
節
用
集
の
企
画

「
開
版
を
総
ざ
ら
い
し
て
み
た
い
。
便
宜
、
年
の
順
に
掲

げ
る
こ
と
と
し
、
現
存
の
確
認
さ
れ
る
も
の
は
刊
年
に
、
確
認
さ
れ
な
い
の
も
の
は
記
録
類
の
年
記
に
し
た
が
う
こ
と
と
す
る
。

万
世
節
用
集
広
益
大
成

（宝
暦
六
年
刊
。
亀
田
文
庫
蔵
。
た
だ
し
、
刊
記
に
は
、
吉
文
字
屋
以
外
の
書
球
名
も
あ
る
）

本
書
は
、
辞
書
本
文
を

『
万
世
節
用
集
広
益
大
成
』
と
す
る
が
、
目
録
以
下
の
冒
頭
付
録
の
ほ
と
ん
ど
と
刊
記
は
、
『
宝
暦
節

用
字
海
蔵
』
（宝
暦
六
年
刊
）
と
同

一
で
あ
る
。
他
の
合
冊
体
と
開
版
事
情
が
異
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
〔粧
だ
、
掲
げ
お
く
。

文
宝
節
用
集

（宝
暦
一
二
年
■
．
米
谷
隆
暑
寒
鳴

前
掲
）

『錦
髪
万
家
節
用
宝
』
の

「人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」
と

『愚
海
節
用
集
』
の
合
冊
。

錦
張
重
宝
文
字
選

（天
明
元
年
間
五
月
。
大
阪
図
書
出
版
業
組
合

〔
一
九
三
一合

に
よ
る
）

Ｈ
ｌｌｉｌ

『肺
川
文
遇
』
と
胆
せ
し
も
の
と

『
四
体
千
字
文
』
と
題
せ
し
も
の
と
を
合
冊
と
し
此
度
改
題
板
行
申
出
」

博
学
文
要
四
民
宝

（天
明
元
年
七
月
。
大
阪
図
書
出
版
業
組
合

〔
一
九
三
一〇

に
よ
る
）

「以
前

『節
用
文
選
』
と
題
せ
し
も
の
ゝ
内
六
丁
と

『文
会
節
用
』
と
題
せ
し
も
の
と
を
合
冊
と
し
此
度
改
題
板
行
申
出
」

万
宝
字
央

（天
明
二
年
五
月
。
大
阪
図
書
出
版
業
組
合

〔
一
九
二
六
〕
に
よ
る
）

「
以
前

『
万
宝
即
座
引
』
と
題
せ
し
内
の
人
事
部
に

『字
典
節
用
』
を
合
せ
て
一
冊
と
し
此
度
改
題
板
行
申
山
」

万
徳
節
用
集

（天
明
二
年
頃
刊
。
亀
田
文
庫
蔵
）

巻
末
欠
脱
の
た
め
、
開
版
書
癖
は
知
ら
れ
な
い
が
、
節
用
集
本
文
の
特
殊
仮
名
引
き
か
ら
し
て
、
音
文
字
屋
か
、
吉
文
字
屋
と

相
合
版
を
出
す
こ
と
の
多
か
っ
た
堺
屋

（高
田
）
清
兵
衛
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。
柱
題
を

「宝
暦
通
宝
」
と
す
る
書
翰
文
例
が
、
辞

書
の
検
索
法
説
明
と
本
文
の
あ
い
だ
に
挿
入
さ
れ
る
。
そ
の
丁
付
け
は
山
田

（
一
九
六
こ

に

「
２２
↓
６４
」
（横
書
き
》
と
あ

っ
て

四
三
丁
分
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
山
田

（
一
九
六
こ

に
よ
れ
ば
、
「宝
暦
通
宝
」
は

『
百
川
学
海
錦
字
選
』
（明
和
五
年
、

吉
文
字
昼
‘
高
田
清
兵
衛
刊
）
の
柱
題
と
同
名
な
の
で
、
あ
る
い
は
、
流
用

・
合
冊
し
た
も
の
か
。

節

用
年
中
行
事

（天
明
六
年
八
月
以
前
）

次
項
に
よ
れ
ば
、
「年
中
行
事
網
目
」
と
師
用
集

一
本
の
合
冊
。

字
典
年
中
重
宝
選

（天
明
六
年
八
月
。
前
掲
）

『錦襲万家節用宝』考



大
阪
図
書
出
版
業
組
合

（
一
九
三
一Ｃ

に
は

「
以
前

『
字
典
』
と
題
せ
し
も
の
と

『節
用
年
中
行
事
』
と
題
せ
し
も
の
と
を
合
　
４

本
に
し
此
度
改
題
発
行
申
出
」
と
あ
る
。
前
掲
し
た
高
梨

（
一
九
九
〇
）
の
広
告
文
か
ら
推
せ
ば

「人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」

‐

「
年
中
行
事
綱
目
」
と
節
用
集

一
本
の
合
冊
。
広
告
文
の
記
し
方
は

『錦
襲
万
家
節
用
宝
』
の
そ
れ
に
似
て
具
体
的
な
の
で
、
実

際
に
開
版

・
販
売
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

錦
妻
万
家
節
用
宝

（寛
政
元
年
刊
。
架
茂
）

「人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」
『急
用
問
合
即
座
引
』
「訓
豪
図
集
　
一
名
ガ
物
絵
本
大
全
」
「年
中
行
事
綱
目
」
合
冊
。

万
家
節
用
宝

（寛
改
四
年
八
月
。
大
阪
図
書
出
版
案
組
合

〔
一
九
三
一合

に
よ
る
。
前
掲
）

あ
る
い
は

『錦
褒
万
家
節
用
宝
』
と
同

一
書
、
な
い
し
別
構
成
の
も
の
か
。

国
宝
節
用
新
増
大
全

（寛
政
二
年
以
降
、
文
化
九
年
以
前
か
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

〔
一
九
八
一
こ

に
よ
る
）

寛
政
二
年
改
正
株
帳
の
節
用
集
の
項
に
見
え
る
。
書
名
の
右
傍
に

「
万
物
即
坐
引
　
宝
麿
用
文
　
合
本
外
題
替
」
と
あ

っ
て
、

合
冊
体
と
知
ら
れ
る
。
株
帳
の
清
書
部
分
と
は
別
筆
で
記
さ
れ
、
文
化
九
年
改
正
株
帳
に
は
清
書
部
分
に
あ
る
の
で
、
こ
の
間
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
寛
政
二
年
株
帳
の
節
用
集
の
項
に
み
え
る

『
万
宝
即
座
引
』
が
あ
る
。
『錦
養
万
家
節
用
宝
』
裏
表
紙
見
返
し
に

「万

宝
即
坐
引
　
懐
宝
小
本
　
此
本

ハ
ロ
用
の
電
法
成
事
を
集
め
の
せ
候

ヘ
ハ
、
万
事
の
用
を
達
す
事
、
本
を
見
て
知

へ
し
」
と
の
広
告
文
が

あ

っ
て
、
「
人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」
と

『急
用
間
合
即
座
引
』
の
合
本
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
株
帳
に
み
え
る

『
万
物
急

川
――――
命
即
取
引
』
は
、
「訓
蒙
図
々
　
一
名
万
物
絵
本
人
合
」
と

『臨
用
問
合
即
座
引
』
の
合
冊
本
の
書
名
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
え

る
。
が
、
他
に
合
冊
体
で
あ
る
と
の
根
拠
が
な
い
の
で
掲
げ
な
力、〔犯
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
吉
文
字
屋
が
、
精
力
的
に
合
冊
体
節
用
集
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
十
分
ぼ
知
ら
れ
〔脱
把
。　
一
人
世
紀
後
半
の

吉
文
字
屋
は
、
節
用
集
以
外
に
も
多
く
の
合
冊
本
を
企
画

・
開
版
し
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
多
く
、
節
用
集
と
合
わ
せ
、
他
の
書
癖

を
寄
せ
つ
け
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
吉
文
字
屋
の
合
冊
体
の
多
産
が
、
他
の
書
津
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

単
に
、
合
冊
体
節
用
集
が
存
在
す
る
だ
け
で
な
く
、
合
昭
に
よ
っ
て
節
用
集
を
構
成
す
る
こ
と
が
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
と
の
印
象
や
雰

囲
気
を
藤
成
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
合
冊
体
の
利
点
は
、
書
津
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
気
づ
く
は
す
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た

が

っ
て
、
次
代

・
一
九
世
紀
に
お
い
て
、
合
冊
体
節
用
集
が
他
の
書
盛
か
ら
も
開
版
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

工
（
　

一
九
世
紀
に
お
け
る
合
冊

前
節
を
受
け
て
、　
一
九
世
紀
の
、
吉
文
字
屋
以
外
の
書
津
に
よ
る
合
冊
体
を
み
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
組
織
的
に
調
査
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
筆
者
の
知
る
範
囲
の
も
の
に
な
る
の
で
、
今
後
の
調
査
に
よ
り
未
発
見
の
も
の
が
数
多
く
出
て
く
る
よ
う
な
ら
、
再
度
、
書
き
改

め
る
部
分
も
出
て
こ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
節
用
集
の
合
冊
に
つ
い
て
何
事
か
を
記
す
の
は
、
時
期
尚
早
と
も
い
え
る
が
、
視
点
を
提

示
し
て
お
く
こ
と
で
研
究

・
検
討
が
進
む
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
そ
う
し
た
願
い
も
こ
め
て
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

字
会
節
用
集
永
代
蔵

（安
政
三

〔
一
八
五
一〇

年
一」ろ
刊
。
亀
日
文
庫
本
）

ま
す
、
複
合
体
の
節
用
集
に
他
書
を
合
冊
す
る
と
い
う
単
純
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
意
外
に
も
、
は
っ
き
り
し
た
例
は
少

な
い
。
『
国
書
総
目
録
』
に
み
え
る

『大
増
節
用
万
宝
蔵
』
（た
だ
し
、
寛
政
一
一
〔
一
七
九
九
〕
年
再
版
〉
は

『大
豊
節
用
寿
福
海
』
と

『用

文
筆
道
往
来
』
を
合
冊
し
た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
、
江
戸
本
屋
仲
間
の
割
印
帳
の

『増
補
節
用
字
海
大
成
』
（文
化
七

〔
一
八
一
〇
〕
年
ご

『錦褒万家節用宝』考
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刊
）
に
は

「付
録
／
和
漢
朗
詠
／
雑
書
大
全
」
と
あ

っ
て
合
冊
体
か
と
疑
わ
れ
る
。
が
、
双
方
と
も
未
見
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

こ
れ
ら
を
除
く
と

『宝
暦
大
維
書
万
万
載
』
を
合
冊
し
た
亀
田
文
庫
本
の

『学
会
節
用
集
永
代
蔵
』
が
日
を
ひ
く
。
な
お
、
別
々
だ

っ
　
‐

た
も
の
を
旧
蔵
者
が
合
冊
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
同
じ
体
裁
の
も
の
が
架
蔵
本

（首
尾
欠
）
に
も
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
背

は
、
き
れ
い
に
化
粧
断
ち
さ
れ
て
い
て
二
冊
で
あ

っ
た
名
残
り
を
留
め
な
い
の
で
、
初
め
か
ら
合
冊
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

倭
節
用
集
悉
改
大
全

（文
政
九

〔
一
八
一一一Ｃ

年
、
京
都
・
菊
屋
喜
兵
衛
ほ
か
刊
。
議
堂
文
庫
本
）

本
書
は
、
「
和
漢
武
将
名
臣
略
伝
」
ほ
か
三
〇
丁
分
を
巻
頭
付
録
中
に
挿
入
す
る
も
の
で
〔焼
利
。
架
蔵
本
に
は
そ
の
部
分
が
な
く
、
二

種
の
異
本
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
両
書
の
目
録
は
同

一
で
、
挿
入
箇
所
で
あ
る

「大
日
本
之
図
」
と

「改
正
御
武
鑑
」
の
あ
い

だ
に
は
、
挿
入
の
事
実
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
「大
日
本
之
図
」
と

「改
正
御
武
鑑
」
は
一
四
丁
め
の
表
と
裏
に
当
た
る
た
め
、

「
和
漢
武
将
名
巨
略
伝
」
の
挿
入
に
あ
た

っ
て
は
、
半
丁
分
ず
つ
彫
り
改
め
た
よ
う
で
〔癖
犯
。
そ
し
て
ヽ
こ
の
挿
入
に
よ
り
、
丁
付
け
も

変
調
を
き
た
し
て
い
る
。
「
大
日
本
之
図
」
と

「
和
漢
武
将
名
巨
略
伝
」
の
丁
は

「武
ノ
壱
　
一
四
」
の
よ
う
に
新
旧
併
記
し
、
そ
れ
以

降

「武
ノ
ニ
」
か
ら

「武
／
三
十
」
ま
で
単
記
と
な
り
、
挿
入
部
最
終
了
は
影
印
本
に
よ
る
の
で
定
か
で
な
い
が
、
「武
ノ
舟

一　
十
四
」

の
ご
と
く
併
記
さ
れ
る
。
次
丁
か
ら
は

「十
五
」
以
下
と
な
っ
て
本
来
の
丁
付
け
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
挿
入
の
例
は
不
自
然
で
あ
る
。
改
刻
、
Ｔ
付
け
の
変
調
、
目
録
の
不
備
、
そ
し
て
三
〇
〇
丁
を
超
え
る
大
部
な

も
の
に
僅
々
三
〇
丁
ほ
ど
の
も
の
を
あ
え
て
挿
入
す
る
こ
と
な
ど
、
理
解
に
者
し
む
点
が
多
い
。
逆
に
、
だ
か
ら
こ
そ
、
挿
入
と
い
う
手

法
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
注
目
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
か
。

工
海
節
用
字
林
蔵

（文
政
元

〔
一
八
一
人
〕
年
、
大
坂
　
秋
田
屋
太
右
衛
門
ほ
か
刊
。
亀
田
文
庫
本
）

本
書
の
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
り
、
柱
題
に
注
目
す
る
と
、
複
合
体
の
節
用
集
の
複
数
箇
所
に
付
録
類
を
挿
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
状
態
の
よ
く
な
い
本
書
を

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
見
た
た
め
、
丁
付
け
の
確
認
が
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
。

ホ ニ タヽ ロ ィ

唐
子
図

・
手
形
請
状
案
文
ほ
か

玉
海
節
用
字
林
蔵

（辞
書
本
文
）

用
文
章
ほ
か

『玉
海
節
用
字
林
蔵
』
の
頭
書

「大
倭
年
代
皇
記
」
の
最
新
年
は

「
延
享
二
年
」
曇

七
四
五
）
な
の
で
、
七
〇
年
以
上
も
ま
え
の
本
に
、

付
録
を
挿
入
し
て
新
た
に
開
版
し
た
こ
と
に
な
る
。
柱
題
の
具
同
を
み
れ
ば
か
な
り
露
骨
な
挿
入
と
思
わ
れ
、
そ
れ
だ
け
に
ブ
ツ
ミ
テ
ィ

ブ
な
あ
り
よ
う
と
も
い
え
、
興
味
深
い
。
ま
た
、
挿
入
箇
所
が
複
数
で
あ
る
こ
と
も
手
伝

っ
て
、
複
合
体
の
節
用
集
と
い
う
よ
り
は
、
合

冊
体
と
見
た
方
が
分
か
り
や
す
い
ほ
ど
の
変
わ
り
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。

字
宝
早
引
節
用
集

（安
政
四

〔
一
八
五
七
〕
年
、
江
戸
・
吉
日
屋
文
三
郎
刊
口
架
蔵
）

本
書
は
、
早
引
節
用
集
で
は
あ
る
が
、
美
濃
半
切
縦
本
の
紙
面
を
利
用
し
、
辞
書
本
文
頭
書
に
付
録
を
配
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
複
合

体
節
用
集
の
辞
書
本
文
を
早
引
節
用
集
に
さ
し
か
え
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ロ  イ

十
三
門
部
分
絵
ほ
か

野
馬
ミ
詩
注
ほ
か

序

・
目
録
等

夢
は
ん
じ

・
安
政
年
代
記
な
ど

丁
付
け
不
明

（
二
〇
丁
半
）。
柱
題

・
玉
海
節
用

丁
付
け
不
明

（五
丁
）。
柱
題
な
し

丁
付
け
不
明

（
二
〇
丁
）。
柱
題

・
新
刻
文
林
節
用
筆
海
往
来

一
―
百
十
四
。
柱
題

・
玉
海
節
用

用

一
―
用
五
〇
。
柱
題

・
用
文
筆
道
往
来

丁
付
け
な
し

（三
丁
分
）

一
―
五
〇

『錦妻万家節用宝』考



ホ  ニ タヽ

商
売
往
来

・
年
始
状
等

・
一
―
百
二
十
二

―
四
十
八

本
書
に
は
、　
一
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
果
本
も
あ
り
、
そ
れ
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
右
の
構
成
は
相
応
に
練
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
合
冊

・
挿
入
と
い
え
ば
増
補
を
思
い
浮
か
ぺ
や
す
い
が
、
合
冊
体
な
ら

一
部
を
問
引
い
て
、
安
価
に
販
売
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
わ
け
で
あ

っ
て
、
そ
う
し
た
利
点
を
い
か
す
た
め
の
構
成
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
す
、　
淳
以
下
で
そ
れ
ぞ
れ
に
丁
付
け
を
改
め
る
の
は
、
い
か
に
も
合
冊
体
的
だ
が
、
こ
れ
も
、
二
種
の
果
本
を
生
み
出
す
に
は
有
利

で
あ
ろ
う
。
】
・
ハ
・
ホ
の
う
ち
、　
一
つ
な
い
し
二
つ
を
問
引
い
て
も

一
書
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
版
心
に
注
目
す
る
と
イ
ー
ホ

す
べ
て
の
丁
に
同
じ
書
体
で

「萬
代
」
と
あ

っ
て
、
間
引
い
て
も
合
冊
し
て
も
統

一
感
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

本
書
で
は
、
さ
き
に
見
た
単
純

・
不
自
然
な
合
冊
　
挿
入
と
は
次
元
の
こ
と
な
る
周
到
な
配
慮
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
注
目
に
値
す

る
。
た
だ
し
、
「
目
録
」
は
、
別
立
て
の
丁
付
け
を
そ
の
ま
ま
記
す
の
で
混
乱
し
や
す
く
、
こ
の
点
は

『錦
張
万
家
節
用
宝
』
よ
う
に
各

部
分
の
境
界
を
明
示
し
た
方
が
ま
さ
っ
て
い
よ
う
。

万
世
早
引
増
字
節
用
集

（文
久
三

〔
一
人
杢
こ

をよ

江
戸
三
日田
屋
文
三
郎
刊
。
亀
田
文
庫
本
）

本
書
は
、
横
本
の
早
引
節
用
集
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
例
と
異
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
よ
り

一
層
洗
練
さ
れ
た
点
も
あ
る
の
で
、
採
り

あ
げ
る
。
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

イ
　
序

，
日
録

・
士
農
二
商
之
図
な
ど
の
付
録

魚
類
精
進
当
世
料
理

標
目

・
文
字
引
様

・
字
宝
早
引
節
用
集

（辞
書
本
文
）
等
　
…
…
　
目 一

―

一
五

ロ
ノ

一
―
ロ
ノ
五
十
四

（
丁
付
け
。
以
下
同
）

『錦菱万家節用宝』考

万
世
早
引
増
字
節
用
集

（辞
書
本
文
）

ロ
ノ
一
　
ロ
ノ
二

一
―
五
百
八
十
四

五
百
八
十
五
十
八
百
四
十

年
代
記
　
武
家
諸
役
名
目
抄
な
ど
の
付
録

版
心
も
、
魚
尾
の
形
式

，
柱
題

（早
引
増
字
▼

丁
付
け

令
○
」
下
に
丁
数
）
な
ど
が
す
べ
て
の
丁
に
共
通
す
る
の
で
統

一
感
が
あ
る
。

●
・
ハ
で
丁
付
け
が
改
ま
る
の
は
合
冊
体
的
で
、
統

一
感
を
欠
く
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
辞
書
本
文
か
ら
丁
付
け
を
改
あ
る
の
は
複
合
体

節
用
集
に
も
例
が
あ
る
。
ま
た
、
本
書
は
美
濃
判
半
切
横
本
の
早
引
節
用
集
の
た
め
、　
ハ
で
は
辞
書
本
文
だ
け
が
紙
面
に
あ
り
、
絵
図
を

中
心
と
し
た
イ
と
は
視
覚
印
象
も
変
わ
る
の
で
、
丁
付
け
の
改
ま
り
も
さ
し
て
不
自
然
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

複
合
体
節
用
集
な
ら
巻
頭
付
録
が
厚
く
巻
末
付
録
が
薄
く
な
る
が
、
本
書
で
は
逆
の
配
分
に
な
る
の
が
興
味
深
い
。
そ
の
理
由
は
、　
ハ

と
こ
の
丁
付
け
が
連
続
す
る
こ
と
と
関
係
し
そ
う
で
あ
る
。
本
書
は
外
見
だ
け
で
も
か
な
り
の
存
在
感
が
あ
る
が
、
丁
付
け
を
連
続
さ
せ

て

「
八
百
四
十
」
と
い
う
大
き
な
数
字
に
す
る
こ
と
で
、
購
買
者
に
偉
容
を
明
示
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
何
も
、

当
て
推
量
で
言
う
の
で
は
な
い
。
『
大
日
本
永
代
節
用
無
尽
蔵
』
嘉
永
二
年
刊
本
の
最
終
了
の
丁
付
け
は
、
本
来

「
三
百
十

一
」
あ
る
い

は

「
三
百
二
十

一
」
と
で
も
記
す
と
こ
ろ
を
、
「
日
画
百
十
四
丁
　
本
文
奥
合
四
百
舟
五
丁
」
と
総
丁
数
を
記
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
必

然
性
を
考
え
る
と
き
、
筆
者
に
は
、
右
の
よ
う
な
書
車
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
ま
す
思
い
浮
か
ど
の
で
〔が
犯
。
こ
の
よ
う
な
意
図
が
あ
る
な
ら
、

連
続
し
た
丁
数
は
大
き
い
ほ
ど
よ
く
、
そ
の
た
め
に
巻
末
の
付
録
を
厚
く
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
巻
頭
付
録
の
丁
付
け
か
ら
連
続
さ
せ
た
方
が
効
果
的
に
み
え
る
が
、
間
引
き
を
前
提
と
す
る
な
ら
、
か
え
っ
て
不
都
合
で
あ

る
。
本
書
に
は

，
・
ハ
だ
け
で
構
成
し
た
異
本
が
あ
る
が
、
丁
付
け
が
連
続
し
て
い
て
は
最
初
の
丁
が

「
二
十
七
」
と
な
り
、
い
か
に
も

不
自
然
で
あ
る
。
逆
に
、
巻
末
付
録

（
二
）
は
取
り
去
れ
る
の
だ
か
ら
、
丁
付
け
が
連
続
し
て
い
て
も
何
ら
問
題
な
い
の
で
あ
る
。

苦
田
屋
は
、
は
じ
め
か
ら
二
種
類
の

『
万
世
早
引
増
字
節
用
集
』
を
準
備
し
、
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
書
は
、
実
は
版
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権
侵
宮
の
書
で
あ
り
、
慶
応
元
年
間
五
月
に
は
売
留
鉢
醒
赳
が
出
さ
れ
て
い
る
。
幸
い
、
そ
の
な
か
に
本
書
の
体
残
を
記
し
た
部
分
が
あ

り
、
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
の

「仲
間
触
出
留
」
で
は

「
一　
万
世
早
引
増
字
節
用
集
　
江
戸
板
全
壱
附
／

一　
同
　
雑
書
入
　
同

（
――
江

戸
板
）

全
弐
冊
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
本
書
の
丁
付
け
の
連
続
と
改
ま
り
は
、
ニ
タ
イ
プ
の
具
本
を
準
備
し
た

上
で
の
こ
と
と
確
認
で
き
、
周
到
な
配
慮
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

七
　
お
わ
り
に

右
に
、　
一
九
世
紀
の
節
用
集
の
合
冊

・
挿
入
を
見
て
き
た
。
粗
野
な
も
の
も
あ

っ
た
が
、
洗
練
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
合
冊
体
の
利
点

が
相
応
に
吸
収

・
消
化
さ
れ
て
〔

、ヽ注
犯
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
と
も
す
る
と
、　
一
九
世
紀
に
も
な
れ
ば
種
々
の
試
み
が
な

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
漠
然
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
事
例
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
、
諸
事
例

。
現
象
が
自
然
発
生

的
に
起
こ
る
と
み
る
の
は
、
節
用
集
諸
本
の
消
長
の
説
明
ま
で
求
め
る
記
述
研
究
の
〔雛
赳
か
ら
は
採
り
が
た
い
態
度
で
あ
る
。
が
、
幸
い

に
も
、
合
冊
　
挿
入
の
端
緒
が
、
古
文
字
屋
の
一
連
の
い
と
な
み
に
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
た
。
大
き
な
収
穫
だ
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、　
一
九
世
紀
の
合
冊

・
挿
入
を
、　
一
八
世
紀
後
半
の
吉
文
字
屋
の
い
と
な
み
に
直
結
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
未
だ
し
の

感
も
あ
る
。
両
者
を
因
果
の
関
係
で
結
ぶ
理
由
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
時
代
の
先
後
関
係
し
か
な
く
、
決
定
的
な
な
に
ご
と
か
を
欠
い
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
は
、
可
能
性
と
し
て
で
も
提
示
で
き
た
こ
と
に
満
足
し
、
今
後
の
調
査

・
検
討
に
ま
つ
こ
と
と
し
た
い
。

決
定
的
な
徴
証
を
提
示
で
き
な
い
の
は
、　
一
九
世
紀
の
合
冊
体
の
例
が
案
外
に
少
な
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
よ
う
。
逆
に
、
そ
こ
か
ら
、

な
ぜ
、　
一
九
世
紀
に
い
た
っ
て
も
複
合
体
を
採
り
つ
づ
け
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
疑
問

は
、
合
冊
体
の
利
点
や
吉
文
字
屋
本
の
展
開
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
の
注
記
を
含
め
て
発
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
つ
に
は
、
複
合
体
が
共
型
的
な
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
か
ら
、
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
。
俗
に

「形
か
ら
入
る
」
と
い
う
が
、　
一
日
見
て

師
用
集
と
わ
か
る
ス
タ
イ
ル
を
ま
と
え
ば
、
そ
の
本
は
、
容
易
に
節
用
集
に
な
り
う
る
。
ま
た
、
典
型
的
な
ス
タ
イ
ル
な
ら
ば
、
購
買
者

ば
―
，休
山
の
イ
メ
ー
ン
は
融
成
さ
ね
て
い
る
だ
ろ
う
〔測
瑠
、
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
典
型
的
な
複
合
体
を
採
る
こ
と

は
、
安
心
し
て
出
版
　
販
売
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
典
型
の
あ
り
が
た
み
を
書
癖
た
ち
が
自
覚

し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
ま
た
別
の
こ
と
で
あ
る
。
典
型
が
、
通
念

・
常
識
の
域
に
ま
で
達
し
て
い
て
、
そ
れ
に
反
す
る
も
の
に
出
く
わ

し
て
初
め
て
意
識
さ
れ
る
と
い
う
状
態
だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
典
型
の
在
り
方
が
二
つ
め
の
回
答
に
な
る
。
通
念
だ
か

ら
こ
そ
、
央
型
の
ス
タ
イ
ル
を
無
批
判
に
踏
襲
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
複
合
体
と
い
う
典
型
の
ス

タ
イ
ル
が
、
い
か
に
根
強
い
も
の
で
あ

っ
た
か
を
知
る
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

数
の
う
え
で
は
必
ず
し
も
十
分
な
展
開
を
見
な
か
っ
た
ら
し
い
合
冊
体
節
用
集
だ
が
、
そ
の
存
在
を
契
機
に
、
右
の
よ
う
に
央
型

へ
の

疑
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
典
型
の
質
的
な
有
り
よ
う
に
も
触
れ
ら
れ
た
の
は
、
や
は
り
収
穫
だ
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
で
も
、
合
冊
体
節

用
集
の
存
在
価
値
は
あ
り
、
検
討
に
値
す
る
存
在
で
も
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

以
上
、
合
冊
と
い
う
手
法
と
そ
の
展
開
を
中
心
に
見
て
き
た
わ
け
だ
が
、
き

っ
か
け
と
な

っ
た

『錦
襲
万
家
節
用
宝
』
の
具
体
的
な
部

分
で
の
評
価
、
こ
と
に
合
冊
ゆ
え
の
欠
点
な
ど
は
棚
上
げ
す
る
か
た
ち
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
幕
末
の
節
用
集
に
お
け
る
洗
練
さ
れ
た
、

擬
似
的
合
冊
体
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
に
触
れ
た
以
上
、
早
い
時
期
に
検
討
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

佐
藤
貴
裕

（
二
〇
〇
〇
）
参
照
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

近
世
節
用
集
の
典
型
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
な
ら
、
佐
藤

（
二
〇
〇
〇
）
で
考
察
し
た
。

こ
の
配
置
に
、
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
か
は
知
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、　
一
丁
ご
と
に
各
段
を
裁
断
す
る
の
で
は
な
く
、
丁
合
い
　
仮
綴
じ
し

て
か
ら
各
段
を
裁
断
し
、
で
き
た
束
を
重
ね
て
一
書
と
し
、
本
格
的
な
製
本
に
か
か
る
と
い
っ
た
工
程
で
あ

っ
た
か
。

４
　
内
容
の
傾
向
が

「
人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」
に
近
い
も
の
に

『家
内
重
宝
記
』
（元
禄
二
年
刊
）
が
あ
る
。
小
川
武
彦

（
一
九
八

一
）
に
よ

321注

『錦養万家節用宝』考
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れ
ば
、
「
御
改
正
服
忌
令
、
八
卦
之
抄
、
日
用
さ
つ
し
よ
、
万
病
食
物
よ
し
あ
し
の
事
、
万
病
の
妙
薬
、
万
し
ミ
物
お
と
し
や
う
、
絹
の
ね
り
や

う
、
万
そ
め
物
、
八
算
見

一
の
割
、
日
本
国
諸
道
中
、
料
理
の
こ
ん
立
の
十

一
部
に
分
け
て
元
禄
二
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
書

籍
目
録
で
あ
る

『絋
書
籍
日
録
』
〈元
禄
五
年
刊
）
に
よ
る
と

「
一　

家
内
重
宝
記
」
と
見
え
て
、　
一
巻

一
冊
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
。
し
た
が

っ
て
、
「
人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
」
も
単
独
刊
行
の
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
『家
内
重
宝
記
』
は
、
「人

家
日
本
取
扱
要
用
之
事
」
と
同
じ
三
切
な
が
ら
、
ほ
ぼ
倍
の
一
三
八
丁
も
あ
り
、
記
事
を

一
一
部
に
し
ば

っ
た
分
、
内
容
の
濃
さ
も
相
応
の
も
の

が
あ
ろ
う
か
ら
、
か
な
ら
ず
し
も
同
自
の
談
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

５
　
念
の
た
め
に
い
え
ば
、
『文
宝
節
用
集
』
（文
政

．
二
年
、
桶
屋
儀
兵
衛
刊
）
は
、
ま
っ
た
く
の
別
本
で
あ
る
。

６
　
上
段
に
よ
る
。
中
　
下
段
は

「開
キ
」
を

「
ヒ
ラ
キ
」
と
す
る
。

７
　
こ
の
亀
田
文
庫
本
を

『急
用
問
合
即
座
引
』
と
推
測
し
た
の
は
高
梨
信
博

（
一
九
八
八
）
で
あ
る
。
先
に
丁
付
け

「
ロ
ノ
一
」
「
ロ
ノ
一
言

相

当
分
が
欠
け
る
と
し
た
が
、
そ
の
分
は
、
亀
田
文
庫
本
で
は

「字
の
よ
み
は
じ
め
／
丁
付
合
文
」
が

一
丁
半
に
わ
た

っ
て
存
す
る
。

８
　
長
友
千
代
治

（
二
〇
〇

一
）
は
、
下
巻
の
序
が
あ
る
と
い
う
。
架
蔵
書
に
な
く
、
別
の
板
本
に
刻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

９
　
た
だ
し
、
節
用
集
と
倭
玉
篤
な
ど
辞
書
同
士
の
合
冊
は
考
慮
に
い
れ
な
い
。　
一
七
世
紀
末
以
降
の
節
用
集
の
在
り
方
を
い
日
用
教
養
記
事
が
付

く
と
い
う
こ
と
と
捉
え
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
手
法
で
実
現
す
る
か
に
注
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。

１０
　
こ
れ
は
ご
く
単
純
に
考
え
た
場
合
の
例
で
あ
る
。
株
帳
の
記
述
ス
ペ
ー
ス
は
狭
い
の
で
、
必
要
な
情
報
を
省
略
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
、
「
正
字
通
」
が

「新
撰
正
字
通
』
（明
和
六
年
刊
な
か
）
を
意
味
す
る
な
ら
、
他
に
節
用
集
は
必
要
な
い
の
で
、
「文
宝
節
用
」
が
さ
す

の
は
そ
の
付
録
部
分

（す
な
わ
ち

『錦
褒
万
家
節
用
宝
』
に
お
け
る

「人
家
日
々
取
扱
要
用
之
事
し

で
あ

っ
て
、
『議
海
節
用
集
』
は
含
ま
れ
な

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

１１
　
も
ち
ろ
ん
、
動
物
の
図
を
中
心
に
し
た

『
万
福
節
用
大
乗
大
尽
』
頭
書
の
方
が
、
動
物
図
鑑
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
と
み
る
立
場
は
あ
り

う
る
か
と
思
う
。

・２
　
あ
る
い
は
、
佐
藤

（
一
九
九
六
ａ
）
に

「
２２
　
宝
暦
節
用
宇
海
蔵
」
と
し
て
と
り
あ
げ
た
版
権
問
題
と
関
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
。

・３
　
こ
の
ほ
か
、　
一
九
世
紀
の
例
な
の
で
掲
げ
な
か
っ
た
も
の
に

『文
会
節
用
集
大
成
』
（文
政
二

〔
一
八

一
九
〕
年
刊
。
亀
田
文
庫
本
）
が
あ
る
。

最
終
丁
の

「
う
け
む
け
の
事
　
六
十
図
」
と
豪
表
紙
見
返
し
に
く
る
刊
記
の
あ
い
だ
に

「
四
体
千
字
文
国
字
引
」
曇

八
丁
）
が
存
す
る
が
、
架

蔵
本
に
は
な
く
、
「
う
け
む
け
の
事
　
六
十
図
」
と
刊
記
は
見
開
き
に
な
る
。
架
蔵
本
の
姿
が
本
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
「
四
体
千
字
文
国
字

引
」
の
丁
付
け
が
別
立
て
で
あ
る
こ
と
、
「
う
け
む
け
の
事
　
六
十
図
」
と
刊
記
の
四
周
に
あ
る
太
鼓
　
珊
瑚
樹
　
亀
尾
な
ど
を
あ
し
ら

っ
た
背

よ
図
が
人
逝
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

‐４
　
吉
文
字
屋
本
以
前
の
、
他
の
書
撃
に
よ
る
合
冊
の
例
に
、
「
四
体
千
字
文
」
（丁
付
け
別
立
て
。
三
一
丁
）
を
挿
入
す
る

『懐
宝
節
用
集
綱
目
大

全
』
（事
保
二
年
初
判
）
が
あ
る
。
諸
版
に
よ

っ
て
挿
入
の
位
置
が
移
動
し
て
、
合
冊
体
的
な
自
由
度
を
反
映
す
る
。
し
か
し
、
吉
文
字
屋
の
一

連
の
い
と
な
み
に
比
し
て
小
規
模
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
、
未
知
の
合
冊
体
節
用
集
が
発
見
さ
れ
、　
一
連
の
吉
文
字
屋
本
以
上
の
質
　
量
に
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
本
屋
仲
間
記
録
な
ど
を
み
る
か
ぎ
り
、
そ
の
可
能
性
は
現
実
味
を
欠
く
。

‐５
　
佐
藤
貴
裕

（
一
九
九
七
）
を
も
参
照
。

・６
　
た
と
え
ば
、
「改
正
御
武
鑑
」
の
山
城
国
で
は
、
三
人
目
の

「須
田
大
隅
守
／
文
政
六
年
ヨ
ワ
」
の
記
事
は

「松
平
伊
勢
守
／
文
政
十
年
ヨ
リ
」

に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

‐７
　

，〕
う
し
た
数
字
は
購
人
者
に
も
効
用
が
あ

っ
た
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
購
入
者
自
身
そ
の
数
字
を
見
た
り
、
他
人
に
見
せ
た
り
し
て
所
持
す
る
満

足
を
え
た
こ
と
も
あ

っ
た
ろ
う
。
支
払

っ
た
金
額

へ
の
未
練
を
絶
ち
、
高
い
買
い
物
を
し
た
と
の
後
悔
を
な
ぐ
さ
め
、
価
格
相
応
の
買
い
物
で
あ

る
と
納
得
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
考
え
は
、
う
が
ち
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
々
が
、
高
価
な
買
い
物
を
し
た
と
き

の
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
さ
し
て
無
理
な
推
測
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
う
。

配
　
当
該
商
品
の
取
引
き

圭
冗
買
を
を
行
わ
ぬ
よ
う
、
仲
間
間
に
触
れ
る
措
置
。

‐９

『字
宝
早
引
節
用
集
』
『万
世
早
引
増
宇
節
用
集
』
二
書
の
洗
練
は
、　
一
方
で
、
合
冊
僻
ら
利
点
を

一
つ
諦
め
る
こ
と
に
も
な
り
そ
う
で
あ
る
。

合
冊
体
な
ら
、
も
と
の
書
籍
は
そ
れ
ぞ
れ
に
単
独
で
刊
行
し
た
り
、
他
の
書
籍
と
合
冊
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
が
、
右
二
書
の
間
引
け
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
柱
題
を

「万
代
」
と
す
る
だ
け
な
ら
よ
い
が
、
「早
引
増
字
」
と
し
て
は
漬
し
が
効
か
な
い
よ
う
に
思
う
。

佐
藤

（
一
九
九
六
ｂ
）
参
照
。

こ
の
こ
と
は
通
行
の
節
用
集
を
多
く
見
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
購
買
者
を
ふ
く
め
、
書
癖
で
な
い
も
の
が
節
用
集
の
典
型
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
た
か
は
、
『芝
観
節
用
百
戯
通
』
『戯
場
節
用
集
』
な
ど
の
戯
作
が
、
パ

，
デ
ィ
の
た
め
に
採

っ
た
体
裁
を
み
る
こ
と
で
知
ら
れ
る

部
分
が
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る
疑
似
節
用
集
の
検
討
も
興
味
深
い
こ
と
が
ら
と
考
え
る
。

争
考
文
献

大
阪
図
書
出
版
業
組
合

（
一
九
二
六
）

『事
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
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大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

（
一
九
八
二
　
一
九
八
三
　
一
九
八
八
　

一
九
九

一
　

一
九
九
二
）

『大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
九
　
一
①
　
一
二
　
一

六
　
一
七
巻
　
清
文
堂

小
川
武
彦

（
一
九
八

一
）

「解
題
」
『近
世
文
学
資
料
類
従
　
参
考
文
献
編
１８
』
勉
誠
社

佐
藤
貴
裕

（
一
九
九
六
ａ
）

「近
世
節
用
集
版
権
問
題
通
覧
―
―
宝
暦
　
明
和
問
―
―
」
「岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告十
　
人
支
科
学
』
四
四
―

一　　　一

佐
藤
貴
裕

（
一
九
九
六
ｂ
）

「近
世
節
用
集
の
記
述
研
究

へ
の
視
点
―
―
形
式
的
特
徴
を
め
ぐ

っ
て
―
―
」
「国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
五
　
和
泉

書
院

佐
藤
貴
裕

（
一
九
九
七
）

「近
世
節
用
集
版
権
問
題
通
覧
―
―
文
政
　
天
保
間
―
―
」
『岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
　
人
文
科
学
』
四
六
―

一

佐
藤
貴
裕

（
二
〇
〇
〇
）

「節
用
集
の
世
界
―
―
典
型
と
逸
脱
―
―
」
『月
刊
し
に
か
』
こ
○
〇
〇
年
二
月
号

高
梨
信
博

（
一
九
八
八
）

「近
世
節
用
集
の
序
　
嫉
　
凡
例

（
二
と

『
国
語
学
　
研
究
と
資
料
』

十
二

高
梨
信
博

（
一
九
九
〇
）

「近
世
刊
本
付
載
蔵
版
目
録
中
の
節
用
集
」
『東
洋
短
期
大
学
紀
要
』
二
二

長
友
千
代
治

（
二
〇
〇

一
）

『江
戸
時
代
の
書
物
と
読
書
』
東
京
堂
出
版

山
田
忠
雄

（
一
九
六

一
）

『開
版
節
用
集
分
類
目
録
』

山
田
忠
雄

（
一
九
八

一
）

『近
代
国
語
辞
書
の
歩
み
』
上
下
　
一二
省
堂

『江
戸
本
屋
出
版
記
録
　
上
巻
』
ゆ
ま
に
書
房
、　
一
九
八
〇

明
治
期
国
語
研
究
の
新
展
開
に
向
け
て

＝
―
標
準
語
と
保
科
孝

一
、
尾
崎
紅
葉
、
そ
し
て

「
ト
ル
・
ヨ
ル
」
―
―

増

井

典

夫

一
　

は
じ
め
に

本
論
文
に
お
い
て
、
述
べ
た
い
こ
と
は
、
主
に
次
の
二
点
で
あ
る
。

１
　
「言
文

一
致
体
と
現
代
日
語
体
」
が
違
う
こ
と
。

２
　
「
明
治
期
に
お
け
る
標
準
語
と
ト
ル
及
び
ヨ
ル
」、
ま
た
そ
の
認
識
。

「
１
」
に
お
い
て
は
、
雪
百
文

一
致
体
」
の
作
品
で
も
、
会
話
部
分
と
地
の
部
分
で
は
文
体
に
差
が
あ
り
、
国
語
研
究
と
し
て
は
分
け
て

扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
医
〓
話
」
と

「
地
」
の
部
分
を
分
け
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
「雅
俗
折
哀
体
」
の
作
品
で
も
、
因
本
語

が
日
語
」
で
あ
れ
ば
言
文

一
致
の
も
の
と
同
じ
扱
い
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
く
。

「
２
」
に
関
し
て
は
、
「標
準
語
」
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
が
、
標
準
語
と
共
通
語
の
連
い
に
つ
い
て
考
え
を
記
し
て
お
く
と
、
例
え
ば

現
代
の
方
言
学
で
は
、
「方
言
と
共
通
話
」
な
ど
と
言
う
よ
う
な
場
合
、
「方
言
と
標
準
語
」
と
は
言
わ
な
い
方
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
方
言
学
で
は
特
に

「話
し
言
葉
」
と
し
て
の
面
を
中
心
に
考
え
る
か
ら
で
、
そ
の
場
合

「標
準
語
」
だ
と
、
た
だ
の

話
し
言
葉
と
い
う
面
だ
け
で
は
な
い
面
が
入
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

明治期日語研究の新展開に向けて
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